
スクラップ般

⑥
の
予
卵
に
計
上
す
る
と
い
う
見
方
が
強

い。
褒
諜
鐙
の
諸
共
進
出
計
画
は
最
初

は
日
産
克
十
万
母
と
い
う
わ
が
閤
竣
天

、
規
模
の
石
油
樗
製
基
地
と
し
て
打
ち
出

さ
れ
石
盤
用
鰭
積
五
重
（
・
芳
平

方
挙
」
い
う
大
規
模
な
計
画
学
＊

い
っ
た
ん
東
亜
燃
料
が
接
地
胡
蚕
に

乗
り
増
し
だ
が
、
途
中
で
同
社
の
調
査

に
か
わ
っ
て
、
県
が
公
平
申
立
な
立
場

建
赦
す
る
計
画
。

連
枝
用
地
皇
宮
吾
i
万
平
方
笑

殺
幸
久
馬
と
奄
美
大
島
本
島
と
の
岡
の

海
峡
を
埋
め
立
て
る
と
と
も
に
、
本
島

側
の
盤
を
造
唆
し
て
府
警
つ
く

る
。
埋
め
重
し
悪
は
約
芳
平
方

㍍
。
海
峡
は
大
部
分
を
運
営
こ
，
る

が
、
潮
の
流
れ
る
通
だ
け
は
残
す
o

石
蘭
書
議
は
蒜
と
二
期
藍

に
分
け
、
二
百
万
㌔
㍑
ず
つ
護
す

が
再
び
菓
亜
燃
料
の
誘
致
に
効
き
出
し

た
の
は
、
奄
美
南
都
地
域
の
発
展
を
図

る
に
は
石
油
の
擁
致
し
か
あ
め
街
な

い
、
と
い
う
認
職
の
よ
っ
で
あ
る
j
L

の
四
町
村
は
駒
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
た

過
疎
裳
で
あ
。
今
」
天
日
議
上
り

驚
て
畠
。
こ
こ
に
蒲
余
輩

替
れ
ば
、
ど
の
よ
う
素
リ
ソ
ト
当

掘
得
で
き
る
か
－
。

ま
ず
、
空
は
莞
度
の
縞
で

地
元
、
県
に
詞
査
を
陳
情

精
製
も
6
年
間
の
根
回
し
実
る

策
尊
交
付
全
が
制
箆
化
さ
れ
、
進
出

先
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
帝
町
村
に
も
一
交

付
金
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
間
町
村
は
、

過
疎
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
愛
到

そ
の
も
の
。
石
油
藷
地
詳
曹
註
趨
元

漁
民
が
反
対
す
る
の
か
当
事
へ
り
勘
に
な

っ
て
い
る
が
、
六
年
間
の
梗
回
し
で
四

経
巡
で
き
な
か
っ
た
。
庇
児
穂
県
も
四

十
九
在
駐
に
一
腰
深
璃
納
金
費
を
計
上

し
左
」
と
が
あ
る
が
、
】
あ
時
は
地
元

反
対
派
の
突
き
上
げ
で
滴
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
周
辺
町
村
の

湾
の
名
も
連
ね
て
、
こ
の
陳
情
が
で

て
き
ち
」
と
膳
、
地
一
語
誘
致
竣

成
．
に
は
は
蔑
見
条
約
さ
れ
た
こ
と
を

憩
味
し
以
前
に
比
べ
れ
ば
大
き
な
変

化
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
県
は
「
今
の
と
こ
ろ

何
と
も
い
え
な
い
。
ま
っ
ー
冬
の
白
紙

だ
」
惹
頚
麗
企
画
部
署
と
前
の

い
き
さ
つ
も
あ
っ
て
施
め
て
膜
感
。
し

か
し
、
こ
れ
だ
け
地
元
の
意
見
が
固
ま

っ
て
い
る
一
命
に
結
局
五
十
国
毎
捜

で
瑞
鵠
窮
鼠
調
蓑
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
斑
予
舞

化
も
し
た
。
五
十
四
年
度
予
舞
に
尊
び

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
中
断

し
て
い
た
同
道
昭
－
が
再
始
動
す
る
こ
と

を
憩
味
す
る
。

同
社
が
経
済
課
党
な
ど
に
合
わ
せ
て

逆
唱
を
翻
り
成
し
、
再
度
宇
検
村
に
提

出
し
た
の
は
昨
誓
言
、
手
検
村
に
よ

れ
は
、
こ
の
計
画
は
石
油
橘
諸
法
の
制

定
に
よ
っ
て
、
石
油
働
蓄
現
地
の
建
設

を
大
き
く
前
節
に
打
ち
出
し
、
ま
ず
容

忠
四
百
万
罵
る
石
油
櫛
義
理
を
建

設
し
た
い
と
し
て
い
る
三
方
の
石
油

精
製
は
日
産
五
十
万
巧
か
ら
三
十
万
巧

に
惑
小
し
石
油
鰐
藩
燕
地
に
次
い
で

る
。
億
謡
務
地
の
施
設
建
設
袈
だ
け
で

六
百
五
十
偲
円
の
見
込
み
。
墓
誤
潜

に
よ
れ
ば
、
第
一
期
は
五
十
八
等
初

め
、
第
二
期
は
六
十
一
年
初
め
ま
で
に

完
成
し
た
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
総

面
積
の
う
ち
、
聖
一
分
の
二
を
石
油
偶

語
に
、
三
分
の
一
を
石
油
糊
剣
に
使
う

計
画
と
い
う
。

こ
こ
に
き
て
、
宇
検
村
な
ど
四
町
村

あ
る
。
企
業
側
や
一
線
鵬
善
毎
で

鷺
黍
寄
食
三
言
華
人
近
く

の
従
業
員
が
必
深
雪
地
元
高
つ
優
生

採
用
す
る
、
と
説
明
し
て
言
う
と
い

う
。
こ
れ
に
石
油
猶
拠
れ
加
わ
れ
ば
、

よ
り
多
数
の
塾
詔
荊
‥
窺
持
て
き
一
つ

も
の
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
財
政
甑
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
。
昨
毎
宕
説
経
経
基
嵩
錯

ば
原
子
力
船
．
む

つ
〟
の
新
母
港
速
足

矛
堆
め
て
い
る
が
、

そ
の
池
楚
条
件
と
し

て
「
ま
ず
、
漁
港
と
し
て
盛
ん
で
な
い

と
こ
ろ
が
聖
」
と
い
う
の
は
傘
十
開

庁
援
宙
奉
賛
）
。

∇
同
庁
で
は
貌
征
、
全
国
各
地
か

ら
三
－
国
力
所
の
穣
濯
腰
細
蕪
を
あ
げ

て
避
遺
作
紫
患
い
で
い
る
が
、
一

方
、
む
つ
間
脳
に
つ
い
て
は
原
子
力
婆

集
貨
爺

八
月
ま
で
に

修
削
、
総
高

枚
に
附
し
安

食
納
金
の
結

強
を
姐
す
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
待
っ

て
母
港
振
耕
地
を
さ
ら
に
絞
っ
た
う

え
、
簸
川
宗
確
軌
）
初
に
入
る
証
左
。

▽
嵯
帝
の
地
元
・
長
崎
県
は
所
持

滋
の
縦
棚
に
あ
が
っ
て
い
る
か
、
と
の

頃
間
に
対
し
黒
崎
の
漁
場
は
転
地
。

ま
ず
あ
り
え
な
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
醤

す
桑
手
長
草
葉
た
し
て
白
羽
の

零
を
」
こ
の
稽
霊
て
る
や
ら
？
。



蕾元　　浜栄耀裁判
ZHl5日井2回公判了名瀬呼方裁て行小爪、両軍帯醸士より“準停書面．のく退出

ずれたヾ廿。ウオーミシヴァソ7oO）喜J涼気iこげ）ます。定見烏合庫韓事務的〈哉マ

の／ぐソ7、ノ）、蛇管琵工が主任です。若くて切れ請の稟議馬（口実）てすき

波田からI専いよいよ本番。朗17日午後1時刀、ら4時まで。原告、橋口雷秀。原告

山田唆せ。証人、喜久文吉∴証人、平田急患（本字雇、平田諦東新彊）の反対派4角か

発言します．私にう無甑値涼の王妃高言新しい人海差別、朝湯、虚言　倫昆鴨とによっ

て、細さ加入と拒否したこと（こ反撃すると同寺に　棄民のためでもいや榛村奨協のデタラ

メ守郡的ることです言の被勧度帯を芝iこ狂って、被差別志としてう誰（二五→ことで

私にう席栄誉に思います。

裁判の径庭虹は「魚油樹言，7時的tしまうのて、申込んでfJい。

次号予告
この拭いの現矧こ雇って、私にう蜜鮪）慮埠の墨か件てい訪法光二ついて－き　十分

に織、理辞してい31ですてすか∴ま「三、吉子で甘巾‥tt言う小　創刊号でT字千田、

季刊予を」鴫とといな　〆して　競い見当違いや予告」にことで読急の富枝｛こ　黒

くお詫びうらと共l∴2秒）てリアリティに邑I覚めました。字一回、これがやっとですi

そのイや）“窯秘Il通信を7号まで払うことlこよ言って＿その時Qのニュースや∂報

言でしました。次号もで証）アプリ〈椴旺入る正目苑かり執筆して、え春今頃一二薄 

直ということにTJまでしふな　ー無我和通信、もっとを長さでますのでようしく。 

定期睡諒と子、約して下ごった方々に一己自画もーかつi謹上可ずるもこ＼重ねてあ 

詫びいたします。宰一回発行Crお膏、定期電熱子吉裏毛変もので、○次号手紙 

というこく（ここでていT二ヾざます。ユ弓、3号ぬひ、“恵贈蘭書言引涜い1逆らで 

ていtヾきます． 

予約申込み 

兵里人諦犠喋嘲go軸、琉球繍幸を映（こ戦う吋 
発行ノ80早耳春定価600円（仮定）（仮韻） 

合し000円せお送り千十八一ゴー字画、“無財嘔慮 

毛木遮りします。親交と漢久軌条値も再構成するに 

めにUlせん予約購読者iこ鴫、TfJレ、。 

創刊号　多少残部がaI）ます。送料宍500円です。 

（164）



のもーれ（OSっしめい）無我利道場

交通　海の便　奄美大畠名瀬潜まで
。鹿児島新港よ9

クでフコーラル1・2（照園部船丁乱の2－必一割a・）

エメラルドあま劫一・ひか9など（大畠海運憎．0092－あー偶・－）

毎日牛肩5へ〇時出港便なら　二等45∞円
。大阪天保山　神戸中央連木9

7ゴ）－景観（廉価鳶謙治luj諌言掲一期一徳7－

大阪05－57I－4秘1和声○昭一努主我9）

58で3－イ更　二等855〇円
。東京有ノ明筆頭

新さくら丸　く大畠海運mo弓手空ける一回1－）

自ら1受　　＝専10．450円
o井蛙那覇護　吉日　二幸4350円

パス

名瀬市バスターミナルより　捕手き　久志下車

IB21更　午前8時IO何　年后2時越つ分、大人I300円

位置　無我利達窃　頭部　久志蔀薄肉　時事より借款＝許

無我利道場拇破宇久畠髭八帖土日の一軒
再見は励ま細詩にLlますがシュラフC寝袋わなるおは特寒さ打たし

通船i　討二無我和文（田夫乗り中古4馬力工ブラフ）は簾剛としこ
一日一回久志－お動向部室復（片道約30分‘）

佳人罵、近く7兄，中主亀言訂昧4危（5．2工文相現高、・））
が常住メンバー、伸二2〈ろ名の漑萄手書がおら、顕、春雨巷陀

分かれて住む。子伸活きは曹陸は久志駒に住んざいるo

経済　漁細13はアプリ漁に勧00して生計を立てこいる他・暁腔は

賃労のなども行う。出楓ま底と人達やらなくなっ左。
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勝布iま一つぞあ。－会計は当番触個人統合必電品は6議

lヱよるe　生海曹は一人目平均15〔XDD種痘．

旅行者は特一三生活雷を盤才槌蟄裏技、が余裕のある人かSiま、カ

食事一日三食・玄米、娘パフ・春寧CサツマイE）が主食、

制・漁矧こぼサラミが個説、o野菜は向合自給、
味噌日豪怨蓮如に鴨トキと惇3

時暗昆タバコ醍鱒浦）58－3SHINSEト箱別居変則射

爆渥庵〇度〔蝕完動は情話S衆米と鶏轍的海蛾

袖服三日凹まもう流お披し雨雲し．雨金物発寒のこて∴

園寮湯善一こ診療所あり（金で裳扮）ハブゐ血清ね

枝宇久の恵執ニーまハブ毒椙の応急処理薬樹誌あり＿

ハブ体長∞一ほ）の、大きいむは加施す猛轟蛤。痔猛、敏捷、

促恵この上なし・S車型iご巻いてバネのようIニー曲れて体長の皇

位ヂつプする。観肉喜iこ致梵窒危っ恥。めき進受入豪I三人9、

′嶋を追巧樹ヒIこも登り・宴の南ま夕涼訊こ浜辺iこも蝦する。

枝幸怨はパブ発祥地の伝説細引きと血清が絶果てか曳露悪

は蒔き鯨いが電注意o懐中電燈ま必ず海食のこと。

畑　久志部落－ご畑2輔・破宇久鳥銃lこ糊誠。春植え苗床

（三上4日・芝へ記章来敬遠されて末節矧譲野江とし、挽

墾Iま常時駿も㊥左上へ上へと適地　米作Iまやらず、唐

芋中心に恕類、瓜類、野菜など。

換金作物只今太くSげ椎茸実験中、すももなども予定中

ニンニクラッキョ・野菜類も末な量産Iこ垂ら嶺

動切でヌ谷島惟（純一さあ5ヂ埠183　＝外堀ネ⊃鉾
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漁i∴今年も7日頂き9、平田アプリ漁CADアジ網漁）が南鴨

手足。演目薪目の前庵4〈5日を除く連夜無我刺さ96
（ワ名の努が勧DoI2日まで。昨冬久志モスク密通組合を

罷足したが∴展虜の横やリの下切捉ま停止中。

行事豊年祭（（88日）のハ目端9が奄美一年のクラでマ㌧クス。

沖7回横手久祭〔反公害宇検村民会議主催）は7日下旬

停電館を借りて、勲と芝居と蹄りと作甑合評。

天候　冬（甜ヒ韻季節闘強く時化のBが寒い。涼しく梅雨）は5・e

B、荒ラバTC東南園）が梅雨を追い払った后1本突然の

真裏。遜日工メラlLドグリーフのべた凪ぎの海．

台副ま8・9日l三集中し、年1こ2・引田は猛烈な取去まとも1三愛l掲

建築計画はど　久志部落の借濠修理、板宇久富鉱こ納屋作り手直中。
一人一重とまそば行かないまども各人に、机一つの聖廟、モ

確保するここ　まあ破宇久畠lこぼ上水道、園Bの譲篤及び、

固垂発電、メタンガス装置なども研究課題。

名瀬の連絡先　ロック喫茶　月唖　TEL、0叩75－　88ql

磐霊草轟轟音
4年も－ミnL　　　　高

甥瞭新巻

萩も∴大工道真．ザ一之フ種乳山羊、ニワトリG巾ボ）、大畠三味線、

錬将耕潜入ミニコミ発行などIこカンパを。

連絡　無我利道場諒的希望の方I末節も，乙一報下されば毒しはす。

住両度厄前黒砥部宇検村久志　無我利達端

子8割．一報一　電話　099Tだ，7一Ci55（直通）
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ラ‾マクリシ1ナとりイヴェ一九一ナンダ（こついてけ下記と勉小柱てい笑、きます。 

篠目誌“不承の言葉」膀月、一都300円〒60円 

ヴイヴ工一刀－ナンダ講演集 
“愛の叡智。ち“00円千は0円　「アートマン。斤）こ同じ 

（群も神栄甲県逗子市小暗1の20の訓　日本ヴ1－ダーシタ協会 

／ヾイバイの一言

ボン∴このニケ別甘言琵恥帥副息手首状手紙類－t厘ゴブナタして夫ました．折井L

Tさい。で（古畑高言→てますのて＼このへンて／くイベイノ

タカオぉわらた・あれった、やっ　原栂わーわつた♂鈍り薬篭でゆ，く鳩十到駒弛∴∴㌻

云うやつもマンキヅしょっと患います。デiプチiフ　鴫）1

牛ヤー　魚宮人3号には，忠恕のき登竜統鯵3れ加か患ってます。

ミオ諜鏡台霊鳥詑磐託影蕊整結露餐霧
rZ‘湛表立　仁東京へ¢→てさて、うう背紋々に勅ケS塙しち　うりがう．1

荘子吟唱ドキ福部7テう、テしいト球根慎二舶こ打稿庸一

ウlレフ原霜を鳶くりi与徹夜ワイフ当りまつ子、∴∴マイッタ。
シー主軸のIZ即こ井高道；晋EQZ守。二輪か博や義とぐ、リサ）諦ことや、

マ丁ブ詐たくtL赤jq？、EqC卦2日すき。

珪魯人イザトンチュウ第2号
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